


　厚生省心身障害研究費による小児慢性疾患研究班は,昭和 50 年度は木村三生

夫教授(東海大小児科)を班長として構成されていたが,昭和51年度は木村教授,

大国真彦教授(日大小児科),合屋の 3人のグループにわかれて研究をすゝめた。


